
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
七
年
度
採
用
試
験
問
題 

 

【
行
政
法
】 

 

行
政
機
関
は
、
行
政
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
申
請
、
届
出
、
行
政
調
査
等
の
様
々
な
手
法
を
用
い
て
必
要
な
情
報
を
収

集
し
て
い
る
。
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
当
該
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
よ
う
と
す

る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
手
法
を
用
い
る
の
が
適
当
か
。
当
該
手
法
に
よ
っ
て
は
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
対

応
策
に
触
れ
つ
つ
、
論
じ
な
さ
い
。 

 

⑴ 

Ａ
県
知
事 

同
県
Ｂ
市
の
山
麓
に
あ
る
急
傾
斜
地
に
つ
い
て
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
を
す
る
に
当
た
っ
て
の
、

当
該
急
傾
斜
地
の
崩
壊
の
お
そ
れ
の
有
無 

 

⑵ 

Ｃ
県
知
事 

同
県
内
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
の
状
況 

 

⑶ 

Ｄ
県
Ｅ
市
長 

同
市
の
福
祉
事
務
所
の
所
管
区
域
内
に
居
住
す
る
市
民
Ｆ
に
対
す
る
生
活
保
護
の
要
否 


